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顔写真

歪んだ芳香族化合物を活用した分子変換反応の開発

研究概要 アピールポイント

　医農薬や有機材料の開発には、機能性分子を作るための変換反応が必

要であり、新規変換反応の開発は重要な研究課題に位置付けられてい

ます。反応開発においては、何をきっかけとして反応が開始し、どのよう

な機構を通して反応が完結するかという反応設計が肝要です。私は分子

骨格の歪みに着目し、歪みの解消を駆動力とした新しい変換反応が開発

できると考えました。特に、通常安定で変換しづらい芳香族化合物を対

象とし、骨格を歪ませる分設計により主に３点について研究を行ってい

ます。

1. 歪みの解消による反応の加速効果の検証

2. 骨格歪みを利用した芳香族化合物の変換反応の開発

3. 歪んだ芳香族化合物を配位子に用いた触媒反応の開発

1. 歪みの解消による反応の加速効果の検証

　置換基間の立体反発を利用し、芳香環骨格を歪ませる分子設計を用いて

います。本法の特長は置換基のかさ高さを変えることで、骨格歪みの大き

さを調節できることであり、歪みと反応性の相関を系統的に調査できま

す。歪みの大きさの異なる種々のキノリニウム塩を用いた反応性の比較で

は、歪みの増大に伴い反応が加速することを明らかにしています。

2. 骨格歪みを利用した芳香族化合物の変換反応の開発

　構造式を一見するだけでは気付きづらいですが、市販の試薬の中にも歪

んだ芳香族化合物は多く存在します。歪みを利用した変換反応では、それ

らの試薬を原料に他法では合成困難な分子に変換できます。例えば、1,8-

ジハロナフタレンに酸を添加し加熱するのみで、ハロ基の転位反応や二量

化反応が進行することを明らかにしています。こうして変換したハロナフタ

レンは合成ユニットとして利用できますし、さらなる変換反応で機能性分

子に誘導できると考えられます。

3. 歪んだ芳香族化合物を配位子に用いた触媒反応の開発

　歪んだ芳香環は変換するだけでなく、反応場としても利用できると考え

ています。すなわち、歪んだ芳香環を有する触媒を設計すれば、中心金属

と芳香環部位が共同的にはたらき新規な変換反応が進行する可能性があ

ります。触媒反応では反応を循環させるために原型に戻る駆動力が必要で

すが、芳香環の場合、芳香族安定化がその役割を担ってくれると考えてい

ます。
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